
は こ だ て 市 議 会 だ よ り 平成27年10月15日発行

2※はこだてみらい館、はこだてキッズプラザ･･･函館駅前旧和光ビル跡地に建設中の函館駅前若松地区第一種市街地再開発事業による
再開発ビル（愛称：キラリス函館）3階から４階に設置予定の公共施設。

　
　議

案
第
１
号　
平
成
27
年
度
函
館
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
総
務
分
科
会
関
係
部
分
）

○
縄
文
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
管
理
委
託
料

　
　
　

・
指
定
管
理
者
制
度
導
入
に
至
っ
た
経
過

　

・
体
制
、
管
理
運
営
の
考
え
方

　　

指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
に
つ
い
て
は
、
二

年
前
の
総
務
常
任
委
員
会
や
、
地
元
経
済
界

の
方
々
か
ら
ご
意
見
、
ご
提
言
を
い
た
だ
き
、

そ
れ
ら
を
検
証
し
な
が
ら
課
題
な
ど
を
整
理

す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
、
い
っ
た
ん
、
導
入

を
見
送
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
の
後
、「
一

般
財
団
法
人
道
南
歴
史
文
化
振
興
財
団
」
が

立
ち
上
が
り
、
官
民
一
体
と
な
っ
た
縄
文
文

化
の
普
及
活
用
や
文
化
財
の
保
存
等
に
係
る

体
制
づ
く
り
が
整
っ
た
こ
と
か
ら
、
導
入
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
体
制
は
、
国
宝
を
管

理
す
る
博
物
館
に
ふ
さ
わ
し
い
体
制
と
な
る
よ

う
考
え
て
お
り
、
運
営
に
つ
い
て
は
、
指
定
管

理
者
が
セ
ン
タ
ー
の
管
理
運
営
に
か
か
わ
る
業

務
全
般
を
担
う
こ
と
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

　　

縄
文
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
管
理
委
託
料
に

つ
い
て
は
、
二
年
前
に
指
摘
さ
れ
た
問
題
点
は

あ
る
程
度
ク
リ
ア
さ
れ
て
き
て
い
る
。
／
一
定

の
方
向
性
が
見
え
た
と
思
う
。
／
関
係
機
関

と
も
連
携
を
し
て
き
て
、
市
全
体
と
し
て
さ
ら

に
振
興
に
取
り
組
む
一
定
の
体
制
が
整
っ
た
と

感
じ
た
。
な
ど
の
理
由
で
賛
成
。

決
算
第
１
号　
平
成
26
年
度
函
館
市
一
般
会
計

決
算
（
総
務
分
科
会
関
係
部
分
）

○
保
健
体
育
総
務
費

　
〈
ス
ポ
ー
ツ
大
会
・
合
宿
誘
致
推
進
事
業
費
〉

　　　

・
誘
致
活
動
強
化
の
成
果

　　　

事
業
の
成
果
の
う
ち
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
つ

い
て
は
、
函
館
ア
リ
ー
ナ
で
は
、
全
国
・
全
道

の
中
学
生
柔
道
大
会
、
フ
ッ
ト
サ
ル
の
プ
ロ
チ

ー
ム
の
公
式
戦
な
ど
、
函
館
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
パ

ー
ク
で
は
、
サ
ッ
カ
ー
の
全
道
社
会
人
大
会
が

開
催
さ
れ
て
お
り
、
今
後
に
お
い
て
も
、
全
国

・
全
道
規
模
の
各
種
大
会
が
多
数
予
定
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
十
分
な
成
果
が
あ
っ
た
と

考
え
て
い
る
。
ま
た
、
合
宿
誘
致
に
つ
い
て
も
、

札
幌
の
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に
よ
る
合
宿

や
、
根
崎
公
園
ラ
グ
ビ
ー
場
を
メ
イ
ン
グ
ラ

ウ
ン
ド
と
し
た
ラ
グ
ビ
ー
の
社
会
人
チ
ー
ム
の

合
宿
が
実
施
さ
れ
て
お
り
、
こ
ち
ら
に
つ
い
て

も
十
分
な
成
果
が
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

　　　

ス
ポ
ー
ツ
大
会
・
合
宿
誘
致
推
進
事
業
費

に
つ
い
て
は
、
予
算
額
に
見
合
っ
た
、
し
っ
か

り
し
た
成
果
が
得
ら
れ
て
い
る
と
認
識
し
た
。

／
ま
た
、
全
体
に
つ
い
て
、
適
切
な
決
算
で
あ

っ
た
と
理
解
し
た
。
な
ど
の
理
由
で
認
定
す
る

こ
と
に
賛
成
。

　
議
案
第
8
号　
は
こ
だ
て
み
ら
い
館
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

議
案
第
9
号　
は
こ
だ
て
キ
ッ
ズ
プ
ラ
ザ
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

　　

・
先
端
的
技
術
等
、
施
設
の
具
体
的
内
容

　
（
議
案
第
８
号
）

　

・
施
設
の
内
容
と
考
え
方

　
（
議
案
第
９
号
）

※※

議会だよりでは結果のみをお知らせしていますが、詳しい審査状況などについては、
会議録や委員会記録（12月上旬までにホームページ等で公開予定）をご覧ください。

総
務
分
科
会  

議
案
9
件
・
決
算
2
件
を
審
査

主
な
理
事
者
の
説
明

主
な
論
点
・
疑
問
点
等

経
済
建
設
分
科
会  

議
案
5
件
・
決
算
7
件
を
審
査

主
な
理
事
者
の
説
明

主
な
論
点
・
疑
問
点
等

◎

○

○

○

平成２７年度函館市一般会計〈反対：日本共産党、小野沢議員、
荒木議員〉

（制定）函館市行政手続における特定の個人を識別するための番号
の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用および特定個人情報
の提供に関する条例〈反対：日本共産党、荒木議員〉／はこだてみら
い館条例〈反対：小野沢議員〉／はこだてキッズプラザ条例〈反対：小
野沢議員〉

（制定）函館市職員の再任用に関する条例および函館市職員退職
手当条例の一部を改正する条例／函館市職員の退職管理に関する
条例

（一部改正）函館市立高等学校及び幼稚園教育職員の給与、勤
務時間その他の勤務条件に関する条例／函館市立高等学校及び幼
稚園教職員の懲戒の手続及び効果に関する条例

（一部改正）函館市手数料条例〈反対：日本共産党、荒木議員〉
／函館市立保育所条例〈反対：日本共産党、荒木議員〉

補正
予算

条例

◎

第３回定例会　議決結果第３回定例会　議決結果
◎＝満場一致で可決・認定　○＝賛成多数で可決・認定◎＝満場一致で可決・認定　○＝賛成多数で可決・認定◎＝満場一致で可決・認定　○＝賛成多数で可決・認定

審査の概要審査の概要審査の概要
　予算決算特別委員会では、平成27年度一般会計補正予算をはじめとする議案や平成26年度各会計決算など29件について、審査を行い
ました。委員会は、審査をより充実させるため、議長を除く全議員が委員となり、委員会内に各常任委員会が所管する事項と同様の事項
を審査する総務・経済建設・民生の３分科会を設置し、付託事件を分担して審査しました。
　各分科会は、各議案および決算について論点整理を行い、論点に基づく質疑により、疑義を解明した後、委員同士の協議によって態度
・賛否理由を取りまとめました。その後、委員会は各分科会から審査の経過と主な内容について報告を受け、採決を行いました。各分科
会の主な審査過程は次のとおりです。

議案15件を原案可決、決算14件を認定議案15件を原案可決、決算14件を認定予算決算特別委員会 9/2・9/11
 　　　分科会 　　　9/3・9/7

（廃止）函館市立学校部分林設定条例

物品の購入契約について(　　)／平成２６年度函館市水道事業会
計剰余金の処分について／平成２６年度函館市公共下水道事業
会計剰余金の処分について／教育委員会の委員の任命の同意につい
て／公平委員会の委員の選任の同意について／固定資産評価審査
委員会の委員の選任の同意について／人権擁護委員候補者の推薦
について(　　)

一般会計〈反対：日本共産党、小野沢議員〉／交通事業会計〈反
対：小野沢議員〉

港湾事業特別会計／国民健康保険事業特別会計／自転車競走
事業特別会計／奨学資金特別会計／地方卸売市場事業特別会
計／介護保険事業特別会計／発電事業特別会計／母子父子寡
婦福祉資金貸付事業特別会計／後期高齢者医療事業特別会計
／水道事業会計／公共下水道事業会計／病院事業会計

条例

平成
２６
年度
決算 ◎

そ
の
他

○

２件

６件

◎

◎

委
員
間
の
協
議

主
な
理
事
者
の
説
明

主
な
論
点
・
疑
問
点
等

委
員
間
の
協
議


